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7. 総合土砂管理 

土砂移動に関する課題に対し、流域の源頭部から海岸までの一貫した総合的な土砂管

理の観点から、ダムや堰の施設管理者や海岸、砂防、治山関係部局等の関係機関と連携

し、流域における河床材料や河床高の経年変化、土砂移動量の定量把握、土砂移動と河

川生態系への影響に関する調査・研究に取り組みます。 
また、砂防堰堤の整備などによる過剰な土砂流出の抑制、河川生態系の保全、河道の

維持、海岸線の保全に向けた適切な土砂移動の確保など、流域全体での総合的な土砂管

理について、関係部局が連携して取り組みます。 
なお、土砂動態については、気候変動による降雨量の増加等により変化する可能性も

あると考えられることから、モニタリングを継続的に実施し気候変動の影響の把握に努

め、必要に応じて対策を実施します。さらに、河川領域においては、流域における河床

高の経年変化、河床材料調査、土砂移動量の定量把握、河道（河床）のモニタリング等

にも取り組みます。 
 
 

図 7-1 関川流域の土砂動態領域区分 


